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〈クリニカル・クエスチョン（CQ）〉 

CQ1．歯痛に対する鎮痛効果に明確なエビデンスはあるか？ 

通常診療において、歯痛に対して必要と判断した薬剤（ロキソプロフェン、メフェナム酸、アセトアミノフェン）

の鎮痛効果を測定したが、薬剤間に有意な差は認められなかった。しかし、服用前後の比較では 3 剤とも有

意な鎮痛効果が得られた 1)。 

 

CQ2．鎮痛剤により即効性は異なるか？ 

下顎埋伏智歯抜歯術後の鎮痛効果について、初回疼痛発現時間を無作為試験で比較した。アセトアミノフ

ェン 1000mg 群は 80 分後、同 500mg 群は 70 分後、ロキソプロフェンナトリウム 60mg 群は 50 分後、プラ

セボ群が 30 分後であった 2)。 

 

CQ3．トリアムシノロンアセトニドの口内炎に対する作用は？ 

ネットワーク・メタアナリシスによると、トリアムシノロンアセトニドはプラセボと比較して、有意な潰瘍径の減少

が認められ、症状の軽減も確認されている。また、副作用の発現はプラセボとの間に差が認められなかった 3)。 

 

CQ4．甘草の口内炎に対する作用は？ 

ネットワーク・メタアナリシスによると、甘草はプラセボと比較して、有意な潰瘍径の減少が認められた 3)。 
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